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さぽちゃい は 
子どもを支援するグループです 

 ＤＶの被害をうけ、心に傷を負った子どもを支援するグループとして、2005年10月
に設立。 
 

 養成講座を受講したボランティアスタッフで運営。 
 

 私たちはＤＶがある環境で育たざるを得なかった子どもも、また、ＤＶ被害の当事者と
考えます。 
 

 私たちは子どもの状況に応じてプログラムを開発し実施します。 
 

さぽちゃい は 
子どもへの支援にこだわっています 

 ＤＶがある家庭で育たざるを得なかった子どもは、ＤＶ被害の当事者でもあ
ります。 
 

 しかし、被害当事者であるはずの子どもへの支援は、ＤＶ被害者（女性）支
援をおこなっている相談員や支援員の対応にまかされているのが現状です。 

  
 『相談員も支援者も、みな母親の味方で、僕の味方は誰もいない』という、
ＤＶ被害児からの訴えが、グループ発足のきっかけになりました。 
 

10周年の時、グループ名を 
Support of the Child から 

さぽちゃい に変更しました。 



さぽちゃい の取組  
 

安心感を取り戻し 

心を語れ 

心を開放できる 

↓ 

子どもの心をエンパワメント 

さぽちゃいの主な活動  

 

■ 電話による支援活動 

     …さぽちゃいホッとライン 

 

■ 子ども向けエンパワメントプログラム 

    …さぽちゃい広場 

    …連れ去りの危険性がある子どもへのエンパワメントプログラム 

 

■ 子どもを支援する大人や社会への働きかけ 

    …支援スタッフ養成講座 

    …くるめフォーラムへの参加など 

 

ＤＶ被害をうけた子どもへの支援 
          



 月に１回、約２時間、 
 子どもの安全が守られる場所で実施。 

 
 遊びを中心とした活動で、 
 子どもが持つ本来の力を取り戻すプログラムを実施。 

 
 子どもは遊びを通して、さまざまな気持ちを表現。 
 
⇒活動を通じ、子どもが本来持っているコントロール感や、 
  奪われていたさまざまな力を取り戻します。 

さぽちゃい広場 

 
 

 主人公は子どもです。 
 子どもの意見を大事にします。 
 約束はあるけど、ダメはありません。 
 しないといけないことはありません。 
 
 
 

さぽちゃい広場では 広場のスタッフは 
 

 子どもを支配しない大人です。 
 子どもに押し付けない大人です。 
 子どもの決定を待てる大人です。 
 子どもに寄り添える大人です。 
 子どもの目線で考える大人です。 
 

さぽちゃい広場の約束 


